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1．はじめに 
 “病的に形成された誤った思考内容や判断で、根
拠が薄いのに強く確信され、現実や論理によって反
ばくを受けても訂正されないもの”と定義される妄
想は、認知症の代表的な BPSDの一つであり、認知
症介護者にとって最も負担になる症状と報告されて
いる 1）。妄想はしばしば興奮や暴力へ発展し、主介
護者が対象となれば介護破綻につながるため、可能
な限り早期に把握し介入することが重要となる。本
発表では、レビー小体型認知症（Dementia with Lewy 

Bodies；DLB）の妄想、特に嫉妬妄想についてその
発現機序を中心に検討した。 

 

2．認知症でみられる妄想 
 認知症でみられる妄想のほとんどは、被害妄想（自
分が他人から種々の被害を受けているという妄想）
と誤認妄想（人、場所、物品などに対して、その同
定を妄想的に誤る病態）のどちらかに分類される。
前者には、もの盗られ妄想（誰かが金品を盗んでい
る）、迫害妄想（誰かが危害を加えようと企てている）、
嫉妬妄想（配偶者が浮気をしている）などが含まれ、
後者には幻の同居人（誰か招かれざる客が家の中に
いる）、替え玉妄想（家人が偽者である）、わが家で
はない妄想（自分の家が自分の家でない）、テレビ妄
想（テレビや雑誌が報じていることを実際に家の中
であったと思う）、鏡現象（鏡の自分を別人と思う）
などが含まれる。これらの妄想の出現頻度を DLB

とアルツハイマー病（Alzheimer’s Disease；AD）で
検討した結果を図 1 に示すが、AD ではもの盗られ
妄想、迫害妄想などの被害妄想が多く、一方 DLB

では、幻の同居人、わが家ではない妄想などの誤認
妄想が被害妄想と同程度に多いことが示された。妄
想全体の頻度も DLB の方がはるかに高く、この結
果は、認知症患者における妄想の発症には疾患特有
の生物学的要因が関与していることを示しており、
特に DLB には誤認妄想を引き起こしやすい神経基
盤が存在する可能性を示している。 

 

3．嫉妬妄想の発現機序 
 嫉妬妄想は「配偶者、恋人が不実を働いていると
確信する」妄想で、しばしば暴力や殺人にも至るた
め、早期に発見し介入が必要となる。我々が 328例
の認知症連続例を対象に検討した研究では、328 例

図 1 DLBと AD患者の妄想内容の比較 
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図 2 嫉妬妄想を誘発する要因の検討 
 

図 3 嫉妬妄想の発現機序 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

身
体
合
併
症

配
偶
者
が
健
康

配
偶
者
が
活
動
的

配
偶
者
の
頻
回
の
外
出

年
齢
差

不
貞
の
過
去

格差

劣等感

• 認知機能障害
• 身体合併症

• 仕事や家事を
辞める

• 健康
• 活動的

• 配偶者の外出
• 配偶者の不貞の事実
• 幻視・誤認

嫉妬妄想

• ドパミン神経系の異常
• 判断能力低下

患者 配偶者

 

 

中 19例（5.8％）（男性 9例、女性 10例）に嫉妬妄
想を認め、対象を配偶者がいる患者 209例に限定す
ればその有症率は 9.1％であった 2, 3）。原因疾患につ
いては、DLBが 10例と最も多く、ADが 7例、血管
性認知症（Vascular Dementia；VaD）が 1例、低酸素
脳症後遺症による認知症が 1例であった。疾患ごと
の嫉妬妄想の有症率は、DLBにおいて 26.3％と最も
高く、ADで 5.5％、VaDで 4.7％であり、DLBと AD

間（p<0.001）、DLBと VaD間（p<0.05）に統計学的
有意差が認められた。多くの患者で嫉妬妄想に幻覚
やその他の妄想を伴っていたが、特に DLB では高
率（80％）に幻視を伴い、その中の 6 例において、
「配偶者が知らない男（女）と性行為をしていると
ころが見える」といった性的な内容の幻視がみられ
た。患者の身体面については、癌や頸椎症、慢性関
節リウマチなどの重度の身体合併症の発症後に嫉妬
妄想を認めた患者が 9例（47％）あり、一方で配偶
者の 95％は健康であり、その多くは単独で頻回に外
出を繰り返していた（図 2）。 

 図 3に認知症患者における嫉妬妄想発現機序のシ
ェーマを示すが、認知症患者では、認知機能低下や
生活障害により生じた配偶者との間の格差が、患者
に配偶者への劣等感という心の痛みを引き起こす。
そこで患者は「配偶者が背徳的で非難されるべき立
場にある」と確信することにより、心の痛みを解消
しようとする。その試みが、嫉妬妄想を引き起こす
中核的な心理過程であると考えられる。患者の身体
合併症や配偶者が健康で活動的であることなどは、
患者と配偶者との格差を広げ嫉妬妄想を誘発する方

向に働く。DLBで他の疾患よりも嫉妬妄想の頻度が
有意に高いことについては、ドパミン神経系の異常
による性衝動の亢進や、性的内容の幻視による妄想
の強化などの DLB に特徴的な臨床症状が強く関与
していると考えられた。 

 

4．おわりに 
 認知症患者の妄想の発現には、生物学的要因、環
境要因、心理社会学的要因などさまざまな要因が関
与している。したがって、認知症患者の妄想の治療
を行う際には、原因疾患ならびに妄想の内容、患者
背景などを詳細に把握したうえで、多面的にアプロ
ーチすることが重要である。 
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